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本研究では、RFID タグ用アンテナパターンを、プリンター技術を用いて作製した。作製したアンテナ

パターンに市販の IC を装着し、その IC 記録情報を、RFID リーダー装置を用いて読み出したところ、正

常に読み出しできることが確認できた。 

 

１．はじめに 

現在の電子回路基板は、フォトリソグラフィー技術と

エッチング技術を併用した煩雑な工程により製造されて

いる。この複雑な工程を簡素化でき、環境にも低負荷な

新しい製造技術の開発は急務であり、近年ではプリンタ

ーの高性能化と手軽さに伴い、インクジェットプリンタ

ーを用いて直接描画するプリンタブルエレクトロニクス

技術の研究が盛んに行われている。 

非接触 IC タグ（RFID タグ）は、その情報量の多さと

メンテンスの容易さから、従来のバーコードに代わり現

在急速に普及が拡大しつつある。RFID タグを流通用途

に大量に使用するためには、タグ価格を低く抑える新た

な微細配線形成技術の開発が電子業界から求められてい

る。 

本研究では、プリンターを用いた RFID タグ用アンテ

ナパターンの常温作製技術について、検討を行った。 

 

２．実験方法 

RFID タグ用のアンテナパターンのマスクをプリンタ

ーにより PET 基材上に印刷した後、そのマスク越しに

噴霧装置を用いて銀溶液と還元溶液を噴霧することで銀

薄膜を作製した。その後、マスクを除去することで銀の

アンテナパターンを作製した。 

噴霧装置は（株）ダイテック社製のミラーシャインを

使用し、銀溶液及び還元溶液は（株）金属化工研究所社

製の銀鏡溶液を使用した。図 1 にアンテナパターン作製

の概略を示す。 

作製した RFID タグ用アンテナパターンの周波数特性

は（株）ヒューレット・パッカード社製のインピーダン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ アンテナパターン作製概略図 

 

スアナライザーを用いて測定した。また、RFID タグに

装着する IC 及びリーダー装置は（株）オレンジタグス

社製 SCL010 を使用した。 

 

３．実験結果及び考察 

プリンターを用いて作製した RFID タグ用アンテナパ

ターンのマスク及び実際にこのマスクを用いて作製した

アンテナパターンを図２に示す。図２(a)は RFID タグの

表面に作製されるアンテナパターンのマスクであり、(b)

は裏面に作製されるコンデンサーパターンのマスクであ

る。(c)は実際に銀溶液と還元溶液をマスク越しに噴霧し

た後、マスクを除去し作製した RFID タグのアンテナパ

タ ー ン で あ る 。 ア ン テ ナ パ タ ー ン の 大 き さ は

60mm×30mm である。RFID タグの構造は大きく分けて

アンテナ部、IC 部、コンデンサー部がある。本研究で我々

が作製した部分はアンテナ部とコンデンサー部になる。
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IC は市販の RFID タグの IC を使用した。RFID タグは

PET 基材に作製し、1 枚の PET フィルムの表裏を用い

て、片面にアンテナパターンを、もう片面にコンデンサ

ーパターンを作成し PET フィルムをコンデンサーの誘

電体層として利用している。 

現在、市場で使用されている RFID タグ用は

13.56MHz の周波数帯であり、我々もこの領域で送受信

可能なアンテナの作製を行った。図２(c)に示したアンテ

ナパターンについてインピーダンスアナライザーを用い

て、周波数特性の測定を行った。図３に本研究で作製し

た RFID タグ用アンテナと市販の RFID タグ用アンテナの

周波数特性を測定した結果を示す。 
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図３の結果から、本研究で作製したアンテナパターン

では共振周波数が 12.9MHz であることが確認された。

市販されている RFID タグ用アンテナの周波数特性を同

様に測定してみたところ、13.8MHz で共振が見られた。

我々の作製した RFID タグ用アンテナは市販されている

ものに比べて共振周波数が低周波数側にシフトしている

ものの13.56MHz近傍に明らかに感度を有していること

が確認できた。本研究で作製したアンテナの共振周波数

が市販品に比べて低周波数側にシフトしている理由につ

いては現時点では定かではないが、アンテナパターンの

抵抗率、またノイズに対する影響などの外部的要因など

が原因ではないかと考えられる。 

周波数特性評価において、作製したアンテナパターン

が13.56MHzの周波数帯域に感度を有することが確認で

きたため、実際に IC を装着し IC 情報の呼び出しをリー

ダー装置を用いて行った。 

図４は、実際に IC を組み付けた RFID アンテナパター

ンをリーダー装置に読み込ませ、IC 情報をパーソナルコ

ンピューターに表示させている様子である。作製したア

ンテナパターンにおいて正常にアンテナが動作し IC 情

報をリーダー装置で読み込むことが可能であった。 

 

４．結び 

本研究では、プリンターにより作製したマスクを用い

て、PET 基材上に銀による RFID タグ用のアンテナパタ

ーンを作製し、その性能について評価した。本研究で作

製したアンテナパターンが実際に使用される周波数帯域

に感度を有し、RFID タグとして動作することが確認で

きた。 

 

付記 

本研究は、独立行政法人科学技術振興機構 研究成果

展開事業 A-STEP フィージビリティスタディ 探索タ

イプの研究開発にて実施した内容の一部である。 

   (a)        (b)                (c) 

図２ RFID アンテナパターンのマスク（(a)アンテナ部、

(b)コンデンサー部）と(c)実際に作製したアンテ

ナパターン 

図３ RFID タグ用アンテナパターンの周波数特性

(a) 作製アンテナ、(b) 市販アンテナ 

図４ RFID アンテナパターンの動作確認の様子


